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演習 1 以下の「複素数の和を計算するプログラム」は、2つの複素数 a+bi, c+di (a, b, c, d ∈ R)
の和を計算するプログラムである (i =

√−1)。プログラムの内容を読み取りながらソースプログ

ラムを入力しなさい。更に、コンパイルし、プログラムを実行しなさい (前回の「プログラミン

グの手順」の復習)。

● 複素数の和を計算するプログラム p2exercise0201.c

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: double a, b, c, d;

6:

7: a = 1.25;

8: b = -0.35;

9: c = 5.2e-1; ← ■ p.39参照

10: d = 2.2e+0;

11:

12: printf("(%f + %fi) + (%f + %fi)=", a, b, c, d); ← ■ p.149参照

13: printf("%e + %eiYn", a + c, b + d);

14:

15: return 0;

16: }

* 「■」は教科書「新訂 新 C言語入門 ビギナー編」を表す。

演習 2 演習 1の「複素数の和を計算するプログラム」を参考に、「複素数の差を計算するプロ

グラム (ファイル名「p2exercise0202.c」)」を作成しなさい。数値は変えてもよい。

積と商についても考えてみよう!



演習 3 以下の「行列の和を計算するプログラム」は、2つの行列

A =

Ã
a11 a12

a21 a22

!
=⇒

Ã
a[0][0] a[0][1]

a[1][0] a[1][1]

!

B =

Ã
b11 b12

b21 b22

!
=⇒

Ã
b[0][0] b[0][1]

b[1][0] b[1][1]

!
の和を求めるプログラムである (aij , bij ∈ R, i = 1, 2, j = 1, 2)。

● 行列の和を計算するプログラム p2exercise0203.c

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: double a[2][2] = { {1, 2},

6: {4, 3} };

7:

8: double b[][2] = { {5, 6}, {8, 7} }; ← 最初の添字のみ省略可

9:

10: printf("第 1行:Yt%fYt%fYn", a[0][0] + b[0][0], a[0][1] + b[0][1]);

11: printf("第 2行:Yt%fYt%fYn", a[1][0] + b[1][0], a[1][1] + b[1][1]);

12:

13: return 0;

14: }

このプログラムに習って、「行列の積を計算するプログラム (ファイル名「p2exercise0204.c」)」

を作成しなさい。

配列の添字が 0から始まることに注意すること!

演習 4 演習 3の「行列の和を計算するプログラム」を参考に、「行列式の値を計算するプログ

ラム (ファイル名「p2exercise0205.c」)」を作成しなさい。数値は変えてもよい。


